
𝒙 − 𝒁 𝜶/𝟐
𝝈

𝒏
 < 𝝁 < 𝒙 + 𝒁 𝜶/𝟐

𝝈

𝒏
 

𝒙 − 𝒕 𝜶/𝟐,𝒏−𝟏
𝒔

𝒏−𝟏
 < 𝝁 < 𝒙 + 𝒕 𝜶/𝟐,𝒏−𝟏

𝒔

𝒏−𝟏
 

𝒏 − 𝟏 𝒔𝟐

𝝌
(𝒏−𝟏,

𝜶
𝟐)

𝟐
 ≤ 𝝈𝟐 ≤

𝒏 − 𝟏 𝒔𝟐

𝝌
(𝒏−𝟏,𝟏−

𝜶
𝟐)

𝟐
 

𝒏 ≧100 母集団のσ既知の場合 

𝒏 <100 母集団のσ未知の場合 

母集団平均値の推定 

𝝌
(𝒏−𝟏,𝟏−

𝜶

𝟐
)

𝟐      𝝌
(𝒏−𝟏,

𝜶

𝟐
)

𝟐                      

95% 

母分散の推定 

𝝌2分布 

σ 

－Ｚ（α/2）     0         Ｚ（α/2） 

−𝒕 𝜶/𝟐,𝒏−𝟏 　　　　　　　　𝒕 𝜶/𝟐,𝒏−𝟏  
Ｔ 

境界値 

𝒙  

s 

𝝁 



母比率の推定 

𝒙 − 𝒁 𝜶/𝟐
𝝈

𝒏
 < 𝝁 < 𝒙 + 𝒁 𝜶/𝟐

𝝈

𝒏
 

𝒑 𝟏 − 𝒁 𝜶/𝟐
𝒑 𝟏 𝟏−𝒑 𝟏

𝒏
< 𝒑 < 𝒑 𝟏 + 𝒁 𝜶/𝟐

𝒑 𝟏 𝟏−𝒑 𝟏

𝒏
 

σ 

－Ｚ（α/2）     0         Ｚ（α/2） 
Ｔ 

境界値 

𝒑 𝟏 

𝒑 

母相関係数𝝆の推定 

－Ｚ（α/2）     0         Ｚ（α/2） 
Ｔ 

境界値 

𝒁𝒓𝟏 

𝒁𝝆 𝒁𝒓𝟏 −
 𝒁 𝜶/𝟐

𝒏−𝟑
 < 𝒁𝝆 < 𝒁𝒓𝟏 +

 𝒁 𝜶/𝟐

𝒏−𝟑
 

𝒁𝒓 =
𝟏

𝟐
𝒍𝒏

𝟏 + 𝒓

𝟏 − 𝒓
 

𝑒2𝒁𝑳
 

− 1

𝑒2𝒁𝑳
 
+ 1

≤ 𝝆 ≤
𝑒2𝒁𝑼

 
− 1

𝑒2𝒁𝑼
 
+ 1

 

𝑧−1 𝑥 = tanh 𝑥 =
𝑒𝑥 − 𝑒−𝑥

𝑒𝑥 + 𝑒−𝑥
=
𝑒𝑥 ∙ 𝑒𝑥 − 𝑒−𝑥 ∙ 𝑒𝑥

𝑒𝑥 ∙ 𝑒𝑥 + 𝑒−𝑥 ∙ 𝑒𝑥
 

            =
𝑒2𝑥−1

𝑒2𝑥+1
 

母相関係数𝝆 
Z変換 



－1            0.8   1 

母相関係数𝜌 = 0.8の時 

 標本相関係数𝑟の分布 

𝒁𝒓 =
𝟏

𝟐
𝒍𝒏

𝟏 + 𝒓

𝟏 − 𝒓
 

𝒁𝒑 

標準偏差
1

𝑛−3
 

フィッシャーのZ変換 

𝒁𝒓の平均値 

母相関係数𝝆 

正規分布に近づける 


